
若い力でまちを元気に！若い力でまちを元気に！

巻頭特集 

輝け★学生パワー

2017

vol.929

広報

3
目  次
住宅取得を支援
野幌に市民憩いの緑空間
新生活の手続きはお早めに
サイクルシェアリング会員募集
青少年文化賞・スポーツ賞

6
7
8

11
12

EBETSU

ぐなつをちまと
た

な
あ

　「FUROSIKI フェスティバル」の最終日に、風呂敷のファッショ
ンショーを行う「FUROSIKI オンステージ」が開催されました。
　北翔大学短期大学部の学生が企画・運営し、風呂敷の幅広い活用
方法を紹介。また学生たちは、風呂敷を使ったドレス姿で登場し、
会場を彩りました。（2月 12 日㈰　セラミックアートセンター）



1・4_ 札幌学院大生が、栗山
町で子育てボランティア。
2_4 大学の学生が、栗山ウィン
ターフェスでヒーローショーに
出演。子どもたちに大人気で
した。
3_ 酪農学園大生が大麻銀座商
店街のイベント「ブックストリー
ト」で、古本販売のお手伝い。
5_ 北翔大と札幌学院大の学生
が、EBRI （エブリ）にチョークアー
トを作成。巨大なサンタがクリ
スマスを彩りました。

江別は、約 1 万人の大学生が集う「学生のまち」。

しかし、多くの学生は卒業後に江別を離れてしまいます。

" まちを好きになってほしい "  " 住み続けて欲しい " と、

市内 4 大学と 8 市町が連携して、学生を地域のイベントな

どに受け入れる「学生地域定着事業」を昨年から始めました。

これまで※ 63 プログラムに、延べ 830 人の学生が参加し、

地域の人と出会い、まちを盛り上げています。 市内 4大学の学生は、「学生地域定着推進広域連携協議会」（市内 4
大学と関係団体、8つの市町で構成）から紹介を受けて、各地域の
祭りやイベントなどに参加しています。※平成 28 年 2月から平成 29 年 1月末まで

北翔
　大学

北海道
情報大学

札幌学院
大学

酪農学園
大学

江別市内
4 大学

芦別市

赤平市

三笠市

江別市

由仁町

長沼町

南幌町

栗山町

8 市町

大学生を地域へ  「学生地域定着事業」

輝け★学生パワー輝け★学生パワー
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地
域
活
動
の
楽
し
さ
を
知
り

　
将
来
の
夢
を
決
め
た

　
「
将
来
は
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
り
、
北

海
道
を
盛
り
上
げ
た
い
」
酪
農
学
園
大
学

に
通
う
遠
藤
千
尋
さ
ん
（
21
歳
）
は
笑
顔

で
話
し
ま
す
。
遠
藤
さ
ん
は
、
昨
年
夏
か

ら
学
生
地
域
定
着
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
4
月
か

ら
は
、
札
幌
学
院
大
学
大
学
院
で
ま
ち
づ

く
り
を
学
ぶ
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
将
来

は
、
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
や

司
会
者
に
な
り
た
い
と
話
し
ま
す
。

　も
と
も
と
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
っ

た
と
い
う
遠
藤
さ
ん
は
、
大
学
の
講
義
で

配
ら
れ
た
「
学
生
地
域
定
着
事
業
」
の
チ

ラ
シ
を
見
て
申
し
込
み
ま
し
た
。

　最
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
芦
別
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
学
生
目
線
で
提
言
す
る
こ
と
。
芦

別
市
内
の
農
家
や
観
光
施
設
を
回
り
、
地

域
の
特
徴
や
取
り
組
み
を
学
ん
だ
後
、
体

験
型
観
光
ツ
ア
ー
へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
人
と
の
活
動
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
」
と
い
う
遠
藤
さ
ん
は
、
続
い
て
南

幌
町
の
総
合
計
画
へ
意
見
す
る
ま
ち
づ
く

1・3_ 南幌町のワークショッ
プ。参加した住民とまちづく
りのアイディアをまとめ、発
表しました。
2_ 学生が郷土資料館で江別
未来創造フォーラムのゲスト
に、江別の歴史を紹介。江別
式土器などを説明しました。
4_ 2 日間かけて、芦別市を学
びました。写真は観光スポッ
トの「旭ヶ丘公園 サル山」。

酪農学園大学 4 年

遠藤 千尋さん（21）

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
。
ま
ち
の
子
育

て
支
援
や
情
報
発
信
の
仕
方
な
ど
に
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
、
住
民
を
交
え
て
の
話
し

合
い
に
や
り
が
い
を
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。

　
初
め
て
江
別
を
知
っ
た

　江
別
市
内
の
活
動
で
は
、
昨
年
10
月
に

江
別
青
年
会
議
所
が
主
催
し
た
「
江
別
未

来
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
企
画
・
運
営
に

参
加
。一
日
か
け
て
江
別
に
つ
い
て
勉
強
し
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ゲ
ス
ト
に
、
郷
土
資
料
館

な
ど
で
江
別
の
歴
史
を
説
明
し
ま
し
た
。

　奈
井
江
町
出
身
の
遠
藤
さ
ん
は
、
こ
の

時
に
初
め
て
江
別
を
詳
し
く
知
っ
た
そ
う

で
す
。「
入
学
か
ら
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
の

に
、
れ
ん
が
な
ど
の
特
産
品
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
江
別
を
も
っ
と
知
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
ま
ち
を
見
て
回
り
た
い
」
と
話

し
、
江
別
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、
地
域

の
人
と
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上

に
江
別
へ
の
愛
着
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。

　つな
が
り
を
大
事
に
し
た
い

　
「
芦
別
で
知
り
会
っ
た
農
家
さ
ん
に
呼

ば
れ
、
先
日
餅
つ
き
に
参
加
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
っ
た
後
で
も
、
地
域

の
人
と
交
流
が
で
き
て
す
ご
く
嬉
し
い
」

と
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
た
い
と
話
し
ま
す
。

輝け★学生パワー
若い力でまちを元気に！

学
生
、 地
域
に

　

  

飛
び
出
す

地
域
へ
飛
び
出
し
、
学
ぶ
学
生
た
ち
。

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
将
来

に
つ
な
が
る
、
貴
重
な
経
験
で
す
。

参
加
し
た
学
生
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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学
生
の
笑
顔
が
祭
り
の
活
気
に

　
「
楽
し
そ
う
な
学
生
が
い
る
と
、
人
は

自
然
と
寄
っ
て
き
ま
す
。
彼
ら
の
笑
顔

は
、
祭
り
の
活
気
を
生
み
出
し
て
い
ま
す

よ
」
毎
年
７
月
に
野
幌
地
区
で
開
催
さ
れ

る
、
え
べ
つ
北
海
鳴
子
ま
つ
り
。
全
道
の

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
チ
ー
ム
が
集

ま
り
、
夜
ま
で
華
や
か
な
踊
り
が
披
露
さ

れ
ま
す
。
こ
の
祭
り
の
実
行
委
員
長
を
務

め
る
山
保
義よ

し
か
ず和
さ
ん
（
42
歳
）
は
、
4
年

前
か
ら
こ
の
祭
り
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　　

一
生
懸
命
取
り
組
む
姿
に
刺
激

　

も
と
も
と
札
幌
学
院
大
学
経
営
学
科
の

学
生
を
、
実
践
授
業
の
一
環
と
し
て
受
け

学
生
の
力
は
、
地
域
に

活
気
と
笑
顔
を
与
え
ま
す
。

祭
り
を
主
催
す
る
地
域
の
人
と

市
内
企
業
の
方
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

入
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。「
楽
し
い
」「
勉

強
に
な
る
」
と
学
生
に
好
評
で
、
運
営
の

助
け
に
も
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
受
け

入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
学
生
11
人
が
鳴
子
ま
つ
り
に

参
加
。
学
生
た
ち
は
、
2
日
間
、
出
店
の

焼
き
鳥
販
売
や
会
場
設
営
な
ど
で
活
躍

し
ま
し
た
。「
仕
事
を
任
せ
る
と
、
自
ら

考
え
て
工
夫
し
、
一
生
懸
命
手
伝
っ
て
く

れ
ま
す
。
焼
き
鳥
の
売
り
上
げ
を
伸
ば
そ

う
と
売
り
子
に
な
っ
て
練
り
歩
い
て
み
た

り
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
発
信
し
た
り

ね
。
行
動
力
と
発
想
力
に
刺
激
を
受
け
ま

し
た
」
と
山
保
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

若
い
担
い
手
を
期
待

　

世
代
交
代
な
ど
が
課
題
で
も
あ
る
地
域

の
祭
り
で
す
が
、
山
保
さ
ん
は
学
生
の
力

に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。「
市
外
に
就
職
し

て
も
、
ま
ち
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
れ

ば
、
お
手
伝
い
や
遊
び
に
来
て
く
れ
る
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
祭
り

継
続
の
力
に
な
る
し
、
ま
ち
全
体
の
発
展

に
も
つ
な
が
り
ま
す
」。

1_ えべつ北海鳴子まつりで、江別青
年会議所の会員と焼き鳥を焼く学生た
ち（中央 2人）。お互いに勉学や仕事
内容を聞くなど、世間話も弾みました。

2・3_ 札幌学院大学の学生たちが、ス
テージで出店を PR。メニューを紹介
した看板は手作り。若い学生の登場で、
観客から注目を集めました。

左 /札幌学院大学の学生が作った提案書。SNS での情
報発信など、祭り発展のアイディアが詰まっています。
右 /学生に渡すボランティア活動証明書。就職活動な
どで、地域活動を PRするのに役立っているそうです。

えべつ北海鳴子まつり
実行委員長
有限会社やまほでん
き代表取締役

山保 義和さん（42）

左 / 札幌学院大学の学生が作った提案書。SNS での情

学
生
が
育
ち

地
域
も
育
つ
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理事
橋本 正彦さん（39）

事務局長
成田 裕之さん（42）

学生地域定着事業  業務委託先
NPO 法人えべつ協働ねっとわーく

学生との連絡調整や現地への同行など、地
域と学生をつなぐ 2 人に話を聞きました。

橋本さん　「受け入れる地域と参加する
学生、双方にメリットがある」これが
この事業の特徴であり、肝だと思いま
す。世代を超えて企画し、運営するこ
とは学生にとって大きな経験になりま
す。また、若い人の力は、高齢化の進
む地域に刺激と活気を与え、まちの未
来も明るくします。この事業を入口に、
地域と学生がつながってほしいですね。

成田さん　「地域で活動してみたい」
と考えている学生は、実は多いのです。
この事業はそのニーズをすくいあげ、
地域の活性化につなげる重要な役割を
持ちます。参加した学生の中には、将
来の夢を「まちづくり」と決めた人や、
自ら企画して地域活動を始めた人もい
ます。一方で、地域の人と学生で興味
や関心が食い違うなど、マッチングの
課題もあります。これらを改善してい
けば「地域×学生」の可能性はこれか
らどんどん広がっていくと思います。

1_ 江別未来創造フォー
ラムは、無事成功。当日
も学生は裏方で活躍しま
した。

2_ 江別青年会議所と北
海道情報大学の学生が共
同企画したスノーフェス
ティバルの「ソリ競争」。
子どもたちに大人気でし
た。

　
地
域
貢
献
の
や
り
が
い
を
伝
え
る

　　
「
地
域
の
た
め
に
一
緒
に
頑
張
れ
る
仲

間
を
増
や
し
た
い
」
と
熱
く
話
す
の
は
建

設
業
の
㈱
石
川
組
に
勤
務
し
、
江
別
青
年

会
議
所
の
副
理
事
長
を
務
め
る
深
瀬

聡
さ
と
し

さ
ん
（
38
歳
）。
深
瀬
さ
ん
は
、
同
会
議
所

主
催
イ
ベ
ン
ト
に
、
積
極
的
に
学
生
を
呼

び
込
み
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
尽
力

し
て
い
ま
す
。

　

夏
祭
り
「
ま
る
ご
と
江
別
」
で
は
、
学

生
用
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
っ
た
ほ
か
、「
江
別
未
来
創
造
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
と
「
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、

企
画
か
ら
学
生
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
学

株式会社石川組
江別青年会議所副理事長

深瀬  聡 さん（38）

活動の様子は
「学生地域定着推進広域連携協議会」

ホームページ、フェイスブックへ

地域で市内学生を
受け入れてみませんか？

「イベントなどを学生と協力して作っ
てみたい」、「大学生のアイディアが欲
しい」などのご相談はこちらへ！

えべつ協働ねっとわーく☎ 374-1460
企画課大学連携担当☎ 381-1015

学生地域定着 検  索

生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
反
映
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
若
い
人
の
意
見
も

大
事
で
す
。
学
生
が
地
域
に
参
加
で
き
る

場
を
増
や
し
、や
り
が
い
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
深
瀬
さ
ん
。
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
よ
っ

て
、
学
生
が
江
別
に
愛
着
を
持
ち
、
定
住

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
企
業
に
目
を
向
け
て
も
ら
う

　

ま
た
、
地
元
企
業
の
立
場
と
し
て
も
学

生
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

２
月
か
ら
は
、
㈱
石
川
組
で
大
学
生
を
受

け
入
れ
、
職
場
体
験
を
し
て
も
ら
う
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
深
瀬

さ
ん
は
、「
地
元
企
業
で
は
、
少
し
ず
つ

事
業
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
ま
す
。
地
域

活
動
を
通
し
て
、
学
生
が
地
域
を
支
え
る

企
業
に
、
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

学生 ×地域
お互いにメリット
広がる可能性

輝け★学生パワー
若い力でまちを元気に！
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あ
る
大
麻
に
よ
く
遊
び
に
来
て
い

た
の
で
、
江
別
市
内
の
物
件
を
探

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
補
助
制
度
が
子
育
て
世
帯

や
親
と
の
同
居
・
近
居
を
支
援
す
る

制
度
で
、実
家
が
建
て
替
え
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
二

世
帯
住
宅
を
建
て
る
こ
と
に
決
め

て
応
募
し
ま
し
た
。

利
用
し
た
感
想
は
？

同
居
・
近
居
住
宅
取
得
補
助
を

利
用
し
ま
し
た
が
、
私
の
場
合
は
、

市
外
か
ら
の
転
入
に
よ
る
加
算
と
、

子
ど
も
が
二
人
以
上
い
る
世
帯
へ

の
加
算
、
さ
ら
に
新
築
を
市
内
業

者
に
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
る
加
算

も
あ
り
、
最
大
の
50
万
円
の
補
助

が
利
用
で
き
ま
し
た
。

　

申
請
手
続
き
は
業
者
さ
ん
が
全

て
行
っ
て
く
れ
た
の
で
、
特
に
負

担
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

江
別
に
住
ん
で
み
て

い
か
が
で
す
か
？

公
園
が
多
く
、
閑
静
な
住
宅

街
な
の
で
子
育
て
に
は
と
て
も
良

い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
が
さ
ら
に
充
実
し

て
、
子
育
て
世
帯
が
増
え
れ
ば
、

地
域
に
活
気
が
出
る
と
思
い
ま
す

し
、
同
世
代
の
方
と
交
流
の
機
会

が
多
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

補助の要件や加算などについては
市ホームページをご覧ください。

建築指導課 ☎ 381-1042
（高砂町６ 市役所別館１階）

江別市  住宅取得  支援 検索

詳細は電話か市ホームページへ

　

江
別
市
住
宅
取
得
支
援
事
業

は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
世
帯

に
、
住
宅
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
市
が
助
成

す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
１
６
２
世
帯

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
親
世
帯

と
子
世
帯
と
の
同
居
や
近
居
の
応

募
割
合
が
高
く
、
ま
た
市
外
か
ら

の
転
入
世
帯
は
88
世
帯
で
、
市
内

の
み
な
ら
ず
、
市
外
居
住
者
か
ら

も
反
響
が
大
き
か
っ
た
事
業
で

す
。
こ
れ
か
ら
住
宅
購
入
や
リ

フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
居
し
た
感
想
は
？

仕
事
が
あ
る
の
で
育
児
を
妻

に
任
せ
が
ち
で
す
が
、
協
力
し
て

く
れ
る
親
が
近
く
に
い
る
の
は
と

て
も
安
心
で
す
。

　

同
居
・
近
居
の
支
援
は
喜
ぶ
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

制
度
を
知
っ
た
の
は
？

二
人
目
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
、

そ
ろ
そ
ろ
家
を
建
て
よ
う
か
と
考

え
て
い
た
時
に
、
各
市
の
支
援
策

を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
江
別
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
こ
の
補
助
金

の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

住
ん
で
い
た
札
幌
か
ら
実
家
の

江
別
市
住
宅
取
得
支
援
事
業
補
助
金

住宅取得支援補助金を活用した湯川さんご一家

Ａ Ｑ

（補助別申請世帯数の内訳）

平成 28 年度募集結果

要件：親世帯と子世帯が市内
で同居または近居するために
住宅を取得する方

同居・近居住宅取得補助

（最大 50 万円）：88 世帯

子世帯 親世帯 住宅取得

同居リフォーム補助

（最大 40 万円）：15 世帯

要件：親世帯と子世帯が市内
で同居のためにリフォームを
行う方
子世帯 親世帯 リフォーム

住宅取得補助多子世帯
（最大 40 万円）：59 世帯
要件：18 才未満の子どもが
2人以上いる世帯で市内に住
宅を取得する方

お子さんが2人以上の世帯 住宅取得

利
用
者
の
声

　

大
麻
で
３
世
代
同
居
を
始
め
た

湯
川
さ
ん
ご
家
族
に
伺
い
ま
し
た
。

Ａ Ｑ Ａ Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ

多
世
代
世
帯
や

子
育
て(

多
子)

世
帯
の

住
宅
取
得
を
支
援
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都市緑地等の整備・保全方針（案）

グリーンモール グリーンモール整備予定地

イオン
江別店

中
原
通

EBRI（エブリ）

国道12号天
徳
寺

グ
リ
ー
ン

モ
ー
ル

グリーンモール 都市緑地（2.2ヘクタール）

７
丁
目
通

旭
通

鉄西線

JR野幌駅
至岩見沢至札幌

都市緑地位置図

まち
づくり
政策

グリーンモールとは
　既存の緑を生かしながら景観的に美しく、歩いて楽しいまちをつくるために整
備を進める、歩行者と自転車に配慮した自転車歩行者道です。野幌駅から東西南
北につながるグリーンモールの整備を進めています。

野幌地区都市緑地等整備・保全方針

パブリックコメント
意見を募集します

※各イラストはイメージです

　イベントや健康づくり、遊び、一時避
難場所などに使える空間を確保し、広葉
樹に植え替えて、緑豊かな広場にします。

集いの広場ゾーン3

　郷土の樹木を使って、現状
の人工林から自然林の森に再
生します。散策や観察を楽
しむ通路を設けます。

植生再生ゾーン4

　都市緑地、グ
リーンモール、
EBRI（エブリ）な
どの玄関口。沢
の地形を変えな
いように歩行空
間を広げます。

　野幌駅とつながる緑の歩行
者用通路。散策などに使える
よう、れんがで舗装し、ベン
チやオブジェを設置します。

6 グリーンモール

鉄西線

樹木イメージ

3

※詳細は20ページ記載の閲覧場所で計画（案）をご覧ください。 ▼ EBRI（エブリ）

1 2

4 5

6
7

　鉄西線・鉄東線・EBRI（エブ
リ）・グリーンモールから伸びる
通路が交じり合い、各所から見
通せる交流の場として、ベンチ
やオブジェなどを整備します。

7 交流広場ゾーン自然林保全ゾーン5

　市街地に残る自然の森を保
全し、観察路などを整備し
ます。

2

鉄東線

エントランス
ゾーン

▼

JR 野幌駅 観察路

　江別の顔づくり事業では「野幌地区都市緑地
等整備検討委員会」で、都市緑地とグリーンモー
ルの整備・保全方針などを検討しています。
　検討を進めている都市緑地は、都心の希少な
自然である野幌駅東側の鉄道林（約２．２ヘクター
ル）を、市民の憩いの緑空間として整備・保全
を図るものです。計画地は右図をご覧ください。

 都心整備課 ☎ 381-1082

野幌に市民憩い

の緑空間を検討

1

　散歩・休憩・語らいの場と
なるよう、ベンチやあずまや、
トイレ、花壇などを設け、休
憩できるようにします。

憩いのゾーン

　野幌地区都市緑地等整備・保
全方針及びゾーニング計画（案）
について、パブリックコメント
を募集します。
　募集期間、意見の提出方法な
どの詳細は 20 ページをご覧く
ださい。

７
丁
目
通
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▲
証明交付窓口 

平日 8:45~17:15　
● 水道庁舎内証明交付窓口　萩ヶ岡 1-4
● 野幌鉄南地区証明交付窓口（野幌鉄南
地区センター内）東野幌本町 62-1 
● 豊幌地区センター証明交付窓口　豊幌
686-10

【交付可能な証明書など】住民票の写し、印
鑑登録証明書、戸籍の証明書（※豊幌では取
り扱っていません）、税務に関する証明書 

▲

夜間証明交付窓口 詳細は 21 ページへ

毎週火・木曜日 17:15~20:00( 祝日を除く )

市役所本庁舎戸籍住民課　高砂町 6
☎ 381-1020　

【交付可能な証明書など】住民票の写し
（広域交付を除く）、印鑑登録申請、印鑑登録
証明書、戸籍の証明書 

各種証明書だけを
請求する方はこちらでも受付
※転入転出などの異動届はお受けできません

年
度
末
・
新
生
活
の

手
続
き
は
お
早
め
に

取　扱　業　務 受 付 窓 口 担 当 課

○住民異動の届出（転入、転出、転居など）
○印鑑登録
○証明書の交付（住民票の写し、印鑑登録証
明書・戸籍証明など）※広域交付住民票を除く

①、②、③番
戸籍住民課
☎ 381-1020

○国民年金（住所変更の届出など） ④番
国保年金課
☎ 381-1028

○児童手当の申請受付　 ④番
※通常開庁日は⑯番

子育て支援課
☎ 381-1408

○国民健康保険

資格取得・
喪 失 の
届 出 な ど

⑤、⑥番
国保年金課
☎ 381-1028

○後期高齢者・介護保険料
○各種医療費（乳幼児・ひ
とり親家庭・重度心身障が
い者受給者証をお持ちの方）

⑦番
医療助成課
☎ 381-1403

平日に来庁できない方など、ぜひご利用ください。場所／市役所本庁舎１階

日曜臨時窓口を開設4月2日㈰ 9時～17時

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 
19 20 21 22 23 24 25 
26 27 28 29 30 31

混雑予想カレンダー

1 2 31 2 3
6 7 8 9 106 7 8 9 10
13 14 15 16 1713 14 15 16 1713 14 15 16 1713 14 15 16 17
6 7 8 9 10

21 22 23 24
27 28 29 30 3127 28 29 30 3127 28 29 30 3127 28 29 30 31

21 22 23 2421 22 23 24

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

３月 ４月

それほど混雑しません 混雑する可能性があります 混雑します とても混雑しますそれほど混雑しません 混雑する可能性があります 混雑します とても混雑しますそれほど混雑しません 混雑する可能性があります 混雑します とても混雑します

24 25 26 2724 25 26 2724 25 26 27
17 18 19 20 2117 18 19 20 2117 18 19 20 2117 18 19 20 21
10 11 12 13 1410 11 12 13 1410 11 12 13 1410 11 12 13 14
3 4 5 6 73 4 5 6 73 4 5 6 73 4 5 6 76 7 8 9 10

　

３
月
・
４
月
は
新
生
活
を
始
め

る
方
が
多
く
、手
続
き
で
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
。
例
年
の
混
雑

状
況
を
参
考
に
し
た
混
雑
予
想
カ

レ
ン
ダ
ー
を
見
て
、時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
麻
出
張
所
で
も
住
民

登
録
の
異
動
届
出
な
ど
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
近
く
に
お
住
ま

い
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

戸
籍
住
民
課

☎
381
‐
１
０
２
０

　
　

大
麻
出
張
所 

平
日
8
時
45
分
～
17
時
15
分

大
麻
中
町
26
‐4 

☎
382
‐
４
８
５
５

【
可
能
な
手
続
き
】
住
民
登
録
の

異
動
、
各
種
証
明
書
の
発
行
（
住

民
票
の
写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書
・

印
鑑
登
録
、
戸
籍
の
証
明
書
）、

戸
籍
の
届
出
、
税
務
に
関
す
る
証

明
書
の
発
行

各
種
証
明
書
は
コ
ン
ビ
ニ
や

証
明
交
付
窓
口
で
も
！

　

各
種
証
明
書
の
み
を
請
求
す
る

方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
必
要
）
ま

た
は
、
証
明
交
付
窓
口
（
水
道
庁

舎
内
証
明
交
付
窓
口
・
野
幌
鉄
南

地
区
証
明
窓
口
・
豊
幌
地
区
セ
ン

タ
ー
証
明
交
付
窓
口
）、
あ
る
い

は
市
役
所
本
庁
舎
夜
間
証
明
交
付

窓
口
で
も
取
得
で
き
ま
す
。

お
待
た
せ
し
ま
せ
ん
！

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
※
通

知
カ
ー
ド
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）ま

た
は
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

各
種
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
時
間
…
6
時
30
分
～

23
時 

（
年
末
年
始
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
時
を
除
く
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
有
効

な
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
が
搭

載
さ
れ
た
も
の
、住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
利
用
申
請
を
し
た
も
の
が
必
要
。
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こ
の
春
、
新
生
活
を
始
め
る
皆

さ
ん
、
引
っ
越
し
を
す
る
方
は
住

民
登
録
の
異
動
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

異
動
の
届
出
は
国
民
健
康
保

険
、
国
民
年
金
、
選
挙
人
名
簿
へ

勤
な
ど
で
江
別
市
外
へ
引
っ
越
し

を
す
る
方
は
、
江
別
市
で
あ
ら
か

じ
め
転
出
の
届
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

届
出
は
転
出
予
定
日
の
２
週
間

前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

 

手
続
き
の
方
法

①
窓
口
で
の
届
出

▼
必
要
な
も
の

本
人
確
認
書
類（
※
１
）、
お
持

ち
の
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

※
本
人
と
別
世
帯
の
代
理
の
方
が

届
出
す
る
場
合
に
は
、
本
人
か
ら

の
「
委
任
状
」
が
必
要
で
す
。

▼
受
付
窓
口

市
役
所
本
庁
舎
戸
籍
住
民
課
、
市

進
学
や
就
職
・
転
勤
す
る
方

転
出
届
け
も
忘
れ
ず
に

　

特
に
大
学
へ
の
進
学
で
ひ
と
り

暮
ら
し
を
始
め
る
方
、
就
職
や
転

引っ越しのときの
その他の手続きなど

項　　目 江別での手続き ／ 担当部署

印鑑登録を
している方

印鑑登録証（カード）をお返しください。
（戸籍住民課住民記録係 ☎ 381-1020）

国民健康保険に
加入している方

国民健康保険被保険者証をお返しくださ
い。（国保年金課国保賦課係 ☎ 381-1028）

後期高齢者医療
保険に加入して

いる方

後期高齢者医療被保険者証をお返しくだ
さい。（ 医療助成課高齢者医療係 ☎ 381-
1403）

各種医療費（乳幼
児・ひとり親家
庭・重度心身障
がい者）受給者
証をお持ちの方

受給者証をお返しください。新住所地で
医療費助成の申請をする場合は、所得課
税証明書が必要です。市民税課市民税係

（☎ 381-1012）でご請求ください。
（医療助成課医療助成係 ☎ 381-1403）

介護保険に加入
している方

介護保険被保険者証をお返しください。
（医療助成課高齢者医療係 ☎ 381-1403）

公立の小・中学校
に通学しているお

子さんがいる方

現在の学校から、新しい学校での転校手続
きに必要な ｢在学証明書｣ と ｢教科用図書
給与証明書｣ の交付を受けてください。

（学校教育課学校教育係 ☎ 381-1058）

江別市の標識が
付いたバイク

（125cc 以下）
をお持ちの方

「標識（ナンバープレート）」と「標識交付
証明書」をお持ちのうえ、廃車手続きをし
てください。新しい市町村での登録に必要
な「廃車申告受理証明書」をお渡しします。

（市民税課税制係 ☎ 381-1012）

水道・下水道
引っ越しをする 1 週間ほど前に異動先と
ともにご連絡ください。

（水道部営業センター ☎ 385-4987）

の
登
録
な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な

手
続
き
で
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の「
通
知
カ
ー
ド
」や
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」、「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
」の
住
所
変
更
の
届

出
も
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※マイナンバーカードまたは住民基本台
帳カードをお持ちの方は、カードを提示
のうえ転出の届出をすると「転出証明書」
の交付が省略されます。

２  健康保険証・後期高齢者証・年金
手帳（証書）・介護保険証・各種受給
者証・学生証（顔写真付き）など／
2 点

１  運 転 免 許 証・ マ イ ナ ン バ ー
カード・住民基本台帳カード（顔写
真付き）・パスポート・身体障害者手
帳・療育手帳・精神障害者保健福祉
手帳・運転経歴証明書など、官公署
が発行した顔写真付きの書類／ 1 点

※１何が必要？本人確認書類

　以下の １  ２  のいずれかをご提示
ください。

役
所
大
麻
出
張
所

▼
受
付
時
間

平
日
8
時
45
分
～
17
時
15
分

②
郵
送
で
の
届
出

　
「
転
出
証
明
書
郵
送
請
求
書
（
郵

送
に
よ
る
転
出
届
）」
を
江
別
市
戸

籍
住
民
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
証

明
交
付
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
必
要
な
も
の

転
出
証
明
書
郵
送
請
求
書
（
郵
送

に
よ
る
転
出
届
）、
本
人
確
認
書

類（
※
１
）
の
コ
ピ
ー
、
返
信
用

封
筒
（
宛
先
記
入
、
切
手
貼
付
の

も
の
）、
お
持
ち
の
方
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
表
面
の
コ
ピ
ー

▼
郵
送
先

〒067-8674　

高
砂
町
６　

江

別
市
役
所
戸
籍
住
民
課

市
外
に
引
っ
越
す
方
へ

異
動
の
手
続
き
を　

お
忘
れ
な
く

方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
必
要
）
ま

た
は
、
証
明
交
付
窓
口
（
水
道
庁

舎
内
証
明
交
付
窓
口
・
野
幌
鉄
南

地
区
証
明
窓
口
・
豊
幌
地
区
セ
ン

タ
ー
証
明
交
付
窓
口
）、
あ
る
い

は
市
役
所
本
庁
舎
夜
間
証
明
交
付

窓
口
で
も
取
得
で
き
ま
す
。

お
待
た
せ
し
ま
せ
ん
！

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　マイ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
※
通

知
カ
ー
ド
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）ま

た
は
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

各
種
証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
時
間
…
6
時
30
分
～

23
時 

（
年
末
年
始
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
時
を
除
く
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
有
効

な
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
が
搭

載
さ
れ
た
も
の
、住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
利
用
申
請
を
し
た
も
の
が
必
要
。
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ご
協
力
く
だ
さ
い
！

引
っ
越
し
の

ご
み
出
し
は

適
切
に

　引っ
越
し
な
ど
で
多
量
の
ご
み
を
一
度
に
出
す
と
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ご
み
が

あ
ふ
れ
、
ご
近
所
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
引
っ
越
し
ご
み
は
次
の
方
法
で
適
切
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

現在は「魚や・くまさん」
の２代目として活躍中！

元石狩市
地域おこし協力隊

小島拓也さん

定員 70 名  無料 申込不要

3月22日 水18:00~20:00（開場17:45）

避難情報の名称を変更
危険を知らせるために

変更前 変更後

避難指示 避難指示（緊急）

避難勧告 避難勧告【変更なし】

避難準備情報 避難準備・
高齢者等避難開始

自
分
で
直
接
、

処
理
施
設
へ
持
ち
込
む

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」、「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
に
分
別
し
て
、
環

境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
八
幡

１
２
２
、
☎
391
‐
０
４
２
２
）
に

直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
込
め
る
ご
み
は
、
市
内
で

出
た
も
の
に
限
り
ま
す
。な
お
、「
危

険
ご
み
」
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
。

受
け
入
れ
時
間
は
午
前
９
時
〜
12

時
、
午
後
1
時
〜
５
時
。
処
理
手

数
料
は
10
㎏
に
つ
き
90
円
で
す（
現

金
払
い
の
み
）。
※
搬
入
時
の
重
量

で
精
算
し
ま
す
の
で
、
市
の
指
定

ご
み
袋
や
ご
み
処
理
券
・
大
型
ご

み
処
理
シ
ー
ル
は
使
え
ま
せ
ん
。

専
門
業
者
に
処
理
を
依
頼

　

自
分
で
処
理
で
き
な
い
場
合

は
、「
許
可
業
者
」
に
ご
み
処
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
（
有
料
）。

依
頼
先
：
江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

協
同
組
合
☎

385
‐
７
１
２
４

　ごみの分別・処理方法でお困りのときは、

「ごみの出し方相談ダイヤル」へお電話を！

ごみ出し相談は  ☎ 384-5600
・ご利用可能日時

月〜金曜日：９時から 17 時、土曜日・祝日：

９時から 12 時、日曜日：お休み

●  電話 1 本 ですぐわかる！

すぐにわかる！ごみの出し方

少
量
に
分
け
て
ご
み
を
出
す

　

一
度
に
出
せ
る
ご
み
の
量
は
、

１
世
帯
あ
た
り
約
１
２
０
ℓ
ま
で

で
す
。
多
量
の
ご
み
を
一
度
に
出

す
と
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
少
量

に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
分
別
や
処
理
へ
の
質
問

な
ど
は
左
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

  

廃
棄
物
対
策
課

　
　
　

☎
383
‐
４
２
１
７

　ごみ出しアプリ「5374.jp えべつ」は下の

QR コードをスマートフォンで読み込んで、お

住まいの地域を選択すれば、登録

不要ですぐに使えます。ごみを出

す日や分別も一目でわかる便利な

アプリです。

●  ごみ出しアプリですぐわかる！

ごみ出しアプリ　5374.jp　えべつ　 検索

● 「分別の手引き」ですぐわかる！

　イラスト付きの解説で分別方法

がすぐにわかります。50 音順の

ごみ分別辞典もついて便利です。

・配布場所

市役所本庁舎案内窓口、市役

所大麻出張所、各証明交付窓

口、各公民館、各地区センター

など

　昨年 8 月の台風第 10

号による水害で、北海道・

東北の各地で 27 名の死

者・行方不明者がでまし

た。岩手県岩泉町では、

グループホームが被災するなど、高齢者の被

災が相次ぎました。

　このことを受け、高齢者などが避難を開始

する必要があることを明確にするため、内閣

府では「避難準備情報」を「避難準備・高齢

者等避難開始」に名称変更しました。また、

より切迫した情報であることを示すために、「避

難指示」は「避難指示（緊急）」とされました。

詳細  危機対策室☎ 381-1407

江別市地域おこし協力隊江別市地域おこし協力隊

活動報告会

市民会館 37 号室

ゲスト講演　昨年７月から、４名の地域おこし協力隊員が地域

のまちづくり活動やイベントなどへ参加、江別の魅力

の PR など、さまざまな活動を行っています。

　地域おこし協力隊が普段どのような活動をしてい

るのか、着任１年目の取り組みなどをご紹介します。

詳細  企画課 ☎ 381-1015

   地域おこし協力隊とは？
　地域外からの人材を地方で積極的に受け入れ、隊員に地域協

力活動を行ってもらい、その土地に移住・定住してもらうことで、

地域力の維持・強化を図る制度です。
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まち
づくり
政策

朝から夕方までの間、野幌駅と情報大学間で利用する情報大学会員を別途
募集します。詳細は学生サポートセンター事務室（☎ 385-4416）まで。

サイクルポート②
北海道情報大学

朝 、出勤などに合わせて
野幌駅に返却（8 時頃まで）

 、野幌駅で借りて
情報大に登校 （8 時頃から）

夕方 、野幌駅で借りて 
 帰宅　（18 時頃から）

夕方 、下校に合わせて
野幌駅に返却（18 時頃まで）

翌日まで保管

自宅など

情報大学会員（大学で募集）一般会員（今回の募集）

サイクルシェアリングの利用方法

サイクルポート①
ＪＲ野幌駅 
サイクルポートサイクルポートサイクルポートサイクルポートサイクルポート①①
ＪＲ野幌駅ＪＲ野幌駅ＪＲ野幌駅ＪＲ野幌駅

情報大学会員（大学で募集）

野幌駅に返却（8 時頃まで）

こんなメリットが！ ー利用者の声よりー
① 冬期間の自転車の保管が大変なのでとても助かる。
② 自転車の維持管理が必要ないため手間がかからない。
③ 自転車を購入するよりも安価なので家計にやさしい。
④ 駅の近くに専用の駐輪場があるので便利。

リピーター
　　続出！

※自転車は 24 時間以内にポートへ返却願います（土・日・祝日除く）｡

一般会員は自宅などと野幌駅、情報大学会員は情報大学と
野幌駅の間で利用するための専用自転車を共有します。

■実施期間
1 シーズン 4 月 1 日㈯ ～ 11 月 30 日㈭
24 時間利用可能
■利用料金
１シーズン 3,000 円　※月単位での利用はできません

■利用条件
通勤・通学で自宅と野幌駅を自転車で往復する高校生以上の
方【下図 サイクルシェアリングの利用方法の「一般会員」を参照】
※買物を目的とした登録はできません

■募集期間・定員
3 月 1 日㈬～定員になり次第終了（日・月・祝日除く）
先着 42 名
■申込・お問い合わせ
野幌駅周辺地区サイクルシェアリン
グ運営事務局　野幌町 59-8　FUN・
BUONO（ファン・ヴォーノ）内　
☎ 398-6900
●受付時間　11 時 ～ 16 時

●必要なもの　本人確認書類（運転免許証・学生証・健康保
険証・マイナンバーカードなど）と利用料金 3,000 円
詳細  都心整備課☎ 381-1082

　野幌駅を使って通勤・通学する方を対象に、共有自転
車を利用する一般会員を募集します。会員登録をすると、
野幌駅～自宅を共有自転車で往来できます。会社員や学
生で野幌駅を利用する皆さん、環境に優しく健康的なサ
イクルシェアを始めてみませんか？ 

※申し込みの方は、事前に上記連絡先まで
ご連絡ください。
※時間内の申し込みが難しい場合はご相談
ください。また、上記の電話がつながらな
い場合は都心整備課にご連絡ください。

サイクルシェアリング一般会員募集

至札幌 至岩見沢
サイクルポート①

（F
フ ァ ン  ヴ ォ ー ノ

UN・BUONO 内）

サイクルシェアリング
運営事務局

天徳寺
●

●野幌病院

鉄西線

８
丁
目
通

↑国道 12 号
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青
少
年
文
化
賞・
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者

文
化
奨
励
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
教
育
委
員
会
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
2
月
25
日
㈯
に
各
賞

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

個 

人

団 

体

妻
つまくら

倉　幸
こ う わ

輪
大麻小４年

日本音楽指導者協会第32
回ピアノコンクール全国大
会ジュニアＢ部門敢闘賞

平成 27年度全国中学校体
育大会第53回全国中学校
スキー大会スペシャルジャ
ンプ競技第２位

二
に か い ど う

階堂　蓮
れん

大麻東中３年

江別中央ジュニアバレーボールスポーツ少年団

江別中央ガッツ
ファミリーマートカップ第36回全日本バレーボール
小学生大会男子の部第３位

個 

人

第 70 回全日本学生音楽コ
ンクール全国大会1位

小
お ば ら

原　慎
し ん た ろ う

太郎
大麻東小６年

団 

体

大麻泉小リコーダー同好会

第 37 回全日本リコーダーコンテスト小学生の部
合奏の部銀賞

文
化
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

全
道
規
模
の
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で

１
位

全
道
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
１
位

早は
や
か
わ川

　
実み

か花　

北
翔
大
４
年

第
26
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
本
選
会
優
秀
賞

阿あ

べ部

　
春は

る

か香　

北
翔
大
2
年

第
26
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
本
選
会
優
秀
賞

澤さ

わ

や谷

　
拓た

く

と斗

北
海
道
理
容
美
容
専
門
学
校
2
年

第
69
回
全
道
理
容
競
技
大
会 

第
6
部

門 
ト
ラ
イ
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
シ
カ

ル
バ
ッ
ク
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ッ
ト
最

優
秀
賞

春か

す

が日

　
孝こ

う

た太　

立
命
館
慶
祥
高
２
年

第
20
回
全
道
高
等
学
校
将
棋
新
人
大
会 

優
勝

田た

な

か中

　
瑚こ

こ々　

江
別
第
二
小
５
年

第
6
回
日
本
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ルin 

SAPPO
RO

小
学
3
・
4
年
Ａ
コ
ー
ス

優
秀
賞

山や
ま
が
た形

　
咲さ

ゆ結　

江
別
太
小
５
年

第
6
回
日
本
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ルin 

SAPPO
RO

小
学
3
・
4
年
Ａ
コ
ー
ス

優
秀
賞

個 

人

個 

人

い
ず
れ
も
平
成
28
年
度
全
道
高
等
学
校

体
育
大
会
陸
上
競
技
男
子
4
×
100
ｍ
リ

レ
ー
第
１
位

田た

な

べ邊

　
ジ
ョ
ー   

立
命
館
慶
祥
高
２
年

第
32
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上
競

技
大
会
男
子
400
ｍ
ハ
ー
ド
ル
第
１
位

清し

み

ず水

　
未み

ら

い来

　
立
命
館
慶
祥
高
２
年

吉よ

し

だ田

　
梨り

お緒

　
立
命
館
慶
祥
高
１
年

い
ず
れ
も
第
32
回
北
海
道
高
等
学
校
新

人
陸
上
競
技
大
会
女
子
４
×
100
ｍ
リ

レ
ー
第
１
位 

久く

ぼ保 

　
明あ

す

か

日
香 

立
命
館
慶
祥
高
２
年 

平
成
28
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大
会

陸
上
競
技
女
子
４
×400
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

臼う

す

い井

　
文あ

や

ね音　

立
命
館
慶
祥
高
１
年

平
成
28
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大
会

陸
上
競
技 

女
子
100
ｍ
第
１
位

岡お

か

だ田

　
帆ほ

の

か花　

立
命
館
慶
祥
高
１
年

平
成
28
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大
会

陸
上
競
技
女
子
４
×100
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

安あ
ん
ど
う藤

　
理り

こ子   

と
わ
の
森
三
愛
高
３
年

第
48
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
女
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

西に

し

お尾

　
樹じ

ゅ

り莉   

と
わ
の
森
三
愛
高
２
年

山や
ま
ぐ
ち口

　
貴た

か

こ子   

と
わ
の
森
三
愛
高
２
年

い
ず
れ
も
第
71
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
北
海
道
予
選
会
兼
平
成

28
年
度
北
海
道
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
少
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

納の

う

と藤

　
祐ゆ

う
す
け典   

と
わ
の
森
三
愛
高
２
年

第
46
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
１
位

山や
ま
し
た下

　
星せ

な那   

と
わ
の
森
三
愛
高
１
年

第
31
回
北
海
道
高
等
学
校
体
操
競
技
・

新
体
操
新
人
大
会
体
操
競
技
一
部
女
子

個
人
総
合
第
１
位

島し

ま

だ田

　
紗す

ず   

大
麻
中
３
年

平
成
28
年
度
北
海
道
高
等
学
校
ゴ
ル
フ

選
手
権
大
会
中
学
生
女
子
の
部
優
勝

堀ほ

り

い井

　
翔し

ょ
う
た太　

江
別
第
一
中
２
年

髙た

か

の野

　
光こ

う

は翔　

江
別
第
一
中
２
年

い
ず
れ
も
第
43
回
北
海
道
中
学
生
イ
ン

ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
男
子

ダ
ブ
ル
ス
優
勝

櫻さ
く
ら
い井

　
結ゆ

い

な菜　

上
江
別
小
６
年

第
42
回
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

選
手
権
北
海
道
支
部
大
会
ト
ゥ
ー
バ
ト

ン
女
子
U
‐
12
部
門
第
１
位

山や
ま
こ
し越

　
汐し

お

ね音　

野
幌
若
葉
小
６
年

第
27
回
北
海
道
武
術
太
極
拳
連
盟
交
流

大
会
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
長
拳
Ｂ
規
定
套と
う
ろ路
の

部
第
１
位

上う

え

だ田

　
萌も

も

か

々
香

　
江
別
第
二
小
６
年

第
27
回
北
海
道
武
術
太
極
拳
連
盟
交
流
大

会
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
太
極
拳
2
の
部
第
１
位

文
化
関
係

　生涯
学
習
課
☎
381
‐
１
０
６
０

ス
ポ
ー
ツ
関
係

　スポ
ー
ツ
課
☎
381
‐
１
０
６
１

詳 細

文
化
賞

全
国
規
模
の
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
３
位
以

内
ま
た
は
通
算
２
年
以
上
入
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
３
位
以
内
ま

た
は
通
算
２
年
以
上
入
賞
、
全
国
記
録
の
更
新

団 

体

時と

き

の野

　
哲さ

と

し至    

立
命
館
慶
祥
高
２
年

高た

か

せ瀬

　
悠ゆ

う

ま麻    

立
命
館
慶
祥
高
２
年

嶋し
ま

　
隆り

ゅ
う
せ
い成

　立
命
館
慶
祥
高
１
年

中な
か
や
ま山

　
諒り

ょ
う　

 

立
命
館
慶
祥
高
３
年

平
成
28
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大
会

陸
上
競
技
男
子
4
×400
ｍ
リ
レ
ー
第
１
位

酪
農
学
園
大
学
近
代
演
劇
部

劇
団
宴え

ん

む夢

札
幌
学
生
対
校
演
劇
祭
最
優
秀
賞

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校

自
然
科
学
部
物
理
班

第
60
回
日
本
学
生
科
学
賞
北
海
道
審
査

北
海
道
知
事
賞

立
命
館
慶
祥
中
学
校

囲
碁
・
将
棋
部

文
部
科
学
大
臣
杯
第
12
回
小･

中
学
校

将
棋
団
体
戦 

北
海
道
予
選 

優
勝
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まち
づくり
政策

青少年文化賞 ・ スポーツ賞ほか

団 

体

北
翔
大
学
ス
ポ
ル
ク
ラ
ブ

第
39
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
競
技
選

手
権
大
会
体
操
競
技
女
子
団
体
Ａ
ク
ラ

ス
第
１
位

教
育
委
員
会
表
彰

全
道
規
模
の
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
で
２
位
、
３
位

髙た

か

つ津　

澪み

お

な菜　

中
央
小
６
年

第
12
回
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
ジ
ュ

ニ
ア
武
術
太
極
拳
競
技
大
会
女
子
24
式

太
極
拳
の
部
第
１
位

牧ま

き

の野　

柊し
ゅ
う
た太　

東
野
幌
小
４
年

第
27
回
北
海
道
武
術
太
極
拳
連
盟
交
流

大
会
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
初
級
棍
術
の
部
第

１
位

畠は
た
け
や
ま山　

蒼そ
う
た
ろ
う

太
郎　
大
麻
西
小
４
年

第
12
回
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
ジ
ュ

ニ
ア
武
術
太
極
拳
競
技
大
会
男
子
ジ
ュ

ニ
ア
太
極
拳
２
の
部
第
１
位

大お
お
に
し西　

竣し
ゅ
ん
す
け介　

江
別
第
三
中
３
年

第
55
回
北
海
道
新
体
操
選
手
権
大
会
新

体
操
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
個
人
総
合
第
１
位

北き
た
が
わ川　

竜り
ゅ
う
は羽　

東
野
幌
小
６
年

第
39
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権

大
会
新
体
操
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
個
人
総
合
第

１
位

山や

ま

だ田　

彩あ

や

か加　

江
別
太
小
６
年

第
23
回
北
海
道
新
体
操
大
会
新
体
操
小

学
女
子
一
種
目
の
部
第
1
位

巴と
も
え　

優ゆ

う

か花　

い
ず
み
野
小
６
年

第
39
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
北

海
道
予
選
会
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
女
子
11

～
12
歳
第
１
位

日ひ
ゅ
う
が向　

美み

さ

と

彩
翔　

い
ず
み
野
小
５
年

第
54
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会
小

学
5
年
生
女
子
組
手
の
部
優
勝

石い
し
づ
か塚　

冬と

う

ま馬　

対
雁
小
１
年

第
54
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会
小

学
1
年
生
男
子
形
の
部
優
勝

加か

と

う藤　

天て
ん　

中
央
小
１
年

第
54
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会
小

学
1
年
生
女
子
組
手
の
部
優
勝

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校

男
子
陸
上
競
技
部

平
成
28
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大
会

陸
上
競
技
男
子
総
合
第
１
位

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校

女
子
陸
上
競
技
部

平
成
28
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大
会

陸
上
競
技
女
子
総
合
第
１
位

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

平
成
28
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大
会

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
第
１
位

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

体
操
競
技
部

平
成
28
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大
会

体
操
競
技
一
部
女
子
団
体
総
合
第
１
位

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

平
成
28
年
度
全
道
高
等
学
校
体
育
大
会
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
学
校
対
抗
女
子
団
体
第
１
位

中
央
中
学
校
卓
球
部

平
成
28
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会

第
46
回
北
海
道
中
学
校
卓
球
大
会
男
子

団
体
優
勝

江
別
中
央
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団　

江
別
中
央
ジ
ャ
ン
プ

第
33
回
北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
女
子
の
部
優
勝

野
幌
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
54
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会
小

学
生
低
学
年
男
子
団
体
形
の
部
優
勝

対
雁
バ
ル
タ
ン
ズ
ブ
ル
ー
ウ
イ
ン
グ

第
26
回
全
日
本
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権

北
海
道
大
会
Ｄ
‐
1
部
門
混
合
の
部
優
勝

上
江
別
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ス
ー
パ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ

第
26
回
全
日
本
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
北

海
道
大
会
Ｄ
‐
２
部
門
高
学
年
の
部
優
勝

神
風
ク
レ
イ
ン
ズ

北
海
道
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

2016

小
学
生
高
学
年
部
門
フ
ァ
イ

タ
ー
の
部
優
勝

個 

人

ス
ポ
ー
ツ

渡わ
た
な
べ辺 

啓ひ
ろ
と斗 

大
麻
中
３
年 

平
成
28
年
度

北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
44
回
北
海

道
中
学
校
柔
道
大
会
男
子
個
人
戦
90
㎏

級
第
３
位
／
岩い

わ
い井 

麟り
ん
ど
う童 

江
陽
中
３
年
、

豊と
よ
し
ま島 

大だ
い
ち地 

江
別
第
一
中
３
年 

い
ず
れ

も
第
11
回
講
道
館
柔
道
「
形
」
北
海
道

競
技
会
投
の
形
二
部
第
３
位
／
堀ほ

り
た田 

晴は
る
と斗 

江
別
第
一
中
１
年 

第
11
回
講
道

館
柔
道
「
形
」
北
海
道
競
技
会
投
の
形

二
部
第
２
位
／
日ひ

ゅ
う
が向 

彪あ
き
と翔 

江
別
第
三

中
２
年
、
髙た

か
は
し橋 

大だ
い
さ
く策 

大
麻
中
１
年 

い

ず
れ
も
平
成
28
年
度
北
海
道
卓
球
選
手

権
大
会
カ
デ
ッ
ト
の
部
男
子
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位
／
西に

し
や
ま山 

晃こ
う
す
け介 

野
幌
中
２
年 

第

39
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権

大
会
新
体
操
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
個
人
総
合

第
３
位
／
佐さ

と
う藤 

佳け
い
た太 

野
幌
小
６
年 

第

39
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権

大
会
新
体
操
男
子
Ｂ
ク
ラ
ス
個
人
総
合

第
２
位
／
吉き

ち
か
わ川 

里り

り莉 

野
幌
若
葉
小
５

年 

第
39
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選

手
権
大
会
新
体
操
女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
個
人

総
合
第
２
位
／
八や

ぎ木 

大だ
い
ち智 

中
央
小
５

年 

第
54
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会

小
学
五
年
生
男
子
組
手
の
部
第
３
位
／

相あ
い
ざ
わ澤 

慶け
い
ご吾 

大
麻
泉
小
４
年 

第
54
回
北

海
道
空
手
道
選
手
権
大
会
小
学
四
年
生

男
子
形
の
部
第
３
位
／
小こ

ま
つ松 

拓た
く
ま真 

東

野
幌
小
３
年 

第
54
回
北
海
道
空
手
道

選
手
権
大
会
小
学
三
年
生
男
子
組
手
の

部
第
３
位
／
相あ

い
ざ
わ澤 

芽め

い依 

大
麻
泉
小
１

年 

第
54
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大

会
小
学
一
年
生
女
子
形
の
部
準
優
勝
／

森も
り
や
ま山 

結ゆ
づ
き月 

対
雁
小
５
年 

第
39
回
全
国

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
北
海
道
予
選
会

50
ｍ
平
泳
ぎ
女
子
10
歳
以
下
第
３
位
／

福ふ
く
い井  
小こ

は
る遥 

上
江
別
小
４
年 

第
39
回
全

国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
北
海
道
予
選

個 

人

文

　
化

小こ
ば
や
し林 

ゆ
い 

立
命
館
慶
祥
高
2
年 

第
60

回
日
本
学
生
科
学
賞
北
海
道
審
査
読
売

新
聞
社
賞
／
斉さ

い
と
う藤 

歩あ
ゆ
む夢 

立
命
館
慶
祥

高
2
年 

第
34
回
北
海
道
高
等
学
校
数

学
コ
ン
テ
ス
ト
北
海
道
算
数
数
学
教
育

会
高
等
学
校
部
会
長
賞
／
佐さ

と
う藤 

琢た
く
ま磨 

立
命
館
慶
祥
中
3
年 

第
5
回
Ｊ:

Ｃ
Ｏ

Ｍ
杯
3
月
の
ラ
イ
オ
ン
子
ど
も
将
棋
大

会
札
幌
大
会
全
国
ク
ラ
ス
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

第
3
位
／
山や

ま
だ田 

結ゆ
う
た太 

立
命
館
慶
祥
中

3
年 

第
5
回
Ｊ:

Ｃ
Ｏ
Ｍ
杯
3
月
の
ラ

イ
オ
ン
子
ど
も
将
棋
大
会
札
幌
大
会
全

国
ク
ラ
ス
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝
／
古ふ

る
た田 

夏か

ほ帆 

大
麻
東
中
2
年 

第
36
回
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
札
幌
地
方

大
会
優
秀
賞
／
妻つ

ま
く
ら倉 

花か
り
ん輪 

大
麻
中
2

年 

日
本
音
楽
指
導
者
協
会
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
北
海
道
大
会
シ
ニ
ア
Ａ
部
門
敢

闘
賞
／
太お

お
た田 

啓ひ
ろ
む夢 

大
麻
東
中
1
年 

第

37
回
少
年
少
女
囲
碁
大
会
北
海
道
大
会

中
学
生
の
部
第
3
位

団 

体

立
命
館
慶
祥
高
等
学
校
囲
碁
・
将
棋

同
好
会 

第
52
回
全
道
高
等
学
校
将
棋

選
手
権
大
会 

男
子
団
体
準
優
勝
／
江

別
第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部 

第
61
回
北

海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校
Ｂ
編

成
の
部
金
賞
／
大
麻
中
学
校
吹
奏
楽

部 

第
61
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
校
Ａ
編
成
の
部
銀
賞
／
中
央
中
学

校
吹
奏
楽
部 

第
61
回
北
海
道
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
中
学
校
Ｃ
編
成
の
部
銀
賞

団 

体

江
別
第
一
中
学
校
野
球
部 

第
36
回
全

道
中
学
生
軟
式
野
球
大
会
準
優
勝
／
江

別
第
一
中
学
校
剣
道
部 

平
成
28
年
度

北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
37
回
北
海

道
中
学
校
剣
道
大
会
男
子
団
体
戦
第
３

位
／
大
麻
東
中
学
校
相
撲
部 

平
成
28

年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
第
37
回

北
海
道
中
学
校
相
撲
大
会
団
体
の
部
準

優
勝
／
中
央
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
部 

平
成
28
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
46
回
北
海
道
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
第
３
位
／
中
央
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部 

平
成
28
年
度
北
海
道
中
学
校

体
育
大
会
第
55
回
北
海
道
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
大
会
準
優
勝
／
大
麻
泉
ラ
リ
ー

ズ 

な
な
か
ま
ど
杯
第
22
回
北
海
道
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
女
子
の
部
第
３

位
／
北
海
道
新
体
操
ク
ラ
ブ
江
別 

第

55
回
北
海
道
新
体
操
選
手
権
大
会
新
体

操
男
子
団
体
の
部
第
２
位
／
Ｓジ

ー

ク

ｉｅｇ

 

Ｒア
ー
ル
ジ
ー

．
Ｇ
ク
ラ
ブ 

第
39
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ

ア
新
体
操
選
手
権
大
会
新
体
操
女
子
団

体
第
２
位
／
元
江
別
レ
ッ
ド
・
ソ
ル

ジ
ャ
ー 

北
海
道
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会2016

小
学
生
高
学
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